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資料３ 指導と評価の一体化

① 形成的評価方法の工夫

ア 重点評価規準の設定

算数科においては，題材全体を通して，４つの観点から総合的に評価してい

く考えが大切ではないだろうか。そのためには，それぞれ１単位時間で，４つ

の観点のうちの一つ，あるいは二つを重点評価事項として評価する必要がある。

授業における１単位時間の観点を絞り込んだ重点評価規準が明確にされること

によって，教師の指導も焦点化されると考える。

イ 形成的評価の位置づけ

授 診断的評価 学習前の子どものレディネ

業 スをととのえる。

前

形成的評価 ・子どもに応じて指導を行う。

授 相互評価 ・振り返りテストをする。

業 ・重点評価規準

中 ・ノートの活用

※コース別テスト

自己評価

診断的評価 ・学習後の目標達成状況をと

授 らえる。

業 ・次時への課題

後 ・ノートの活用

・単元テスト

② 自己評価の工夫

自己評価とは，子どもが自分自身の活動のすべてを振り返り，自分を反省・改

善したり，次への計画を立てたりするものである。学習前と学習後の自分を対比

して，子ども自身が自らの学習の過程，成果，新しい課題などを確認できるよさ

をもっている。

つまり，自分の学びを振り返り，高まった自分を知り，「わかる・できる」喜

びや楽しさを実感しながら，確かな学力を身に付けることができるのが自己評価

である。
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資料４ 「練り上げの場」（よりよい学び合いを通した）の位置づけ

① 「練り上げの場（よりよい学び合い）」の概念

子どもたちは学校や教室で，多くの友だちと場を共有しながら学習を行っている。

そこで，友だちと会話したり，共同で活動を行ったりしながら，多くの知識や技能

を身に付けていくことになる。そしてその過程において子どもたち同士の練り上げ

（学び合い）が成立していく。しかしながら現状はただ学習の場を共有するだけで，

本来の「練り上げ（学び合い）」がもつ多様な学習効果を十分に生かすことができ

ていない。そこで，学習の場で子どもたちの「練り上げ（学び合い）」を効果的で

意義あるものへと高めるために「よりよい練り上げ（よりよい学び合い）」の概念を

宮川小学校なりに次のようにとらえてはどうでしょうか。

「よりよい練り上げ（よりよい学び合い）」とは，まず，子どもたちが，自分

の考えをしっかりもちその考えを自分なりに表現する。次に，お互いの考えを理

解し合い，認め・尊重し合いながら交流（比較・検討等）する。そうする中で，

確かな知識を習得し，理解を深め，個々の思考を深化・拡大（共有化）していく

ことである。

② 「よりよい練り上げ（よりよい学び合い）」の基本過程

ア 自分なりの考えをもつ。 ・ 情報の収集

・ 既習既存の知識，経験の適用

「わたしは，○○だと思います」

イ 自分の考えを表現する。

・ 自分の考えの整理

・ 表現方法の工夫・選択

「自分の考えをみんなに分かってほしい。」

ウ 友だちの考えを理解する。

・ 友だちの考えの整理

・ 友だちの考えの理解

「○○さんは□□ということが言い

たいんだ。」

エ 自他の共通・相違を比較する。

・ 自他の考えの比較

「○○さんの考えとは～～の点で違ってい

る。でも～～のことについては同じだ。」

オ 自他の考えを検討する。

・ 自他の考えの根拠の検討

「私の考えでは，～～の点でうまく

説明できないが，○○さんの考えは

□□という点で分かりやすいなぁ。」

カ 自他の考えを共有化する。

・ 自他の考えの共有化形成

・ 集団による判断・意志決定

「それぞれの考えをまとめると○○に

なる。」「私の考えに○○さんの考えを

付け加えるともっといい考えになる。」
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資料５ 学習意欲をもたせ高めるための学習問題設定の工夫

① 授業が子ども主体の学習になれば，子どもたち自身が学ぶ喜びや楽しさを味わ

うことができると考える。そのためには，子ども自身が解決したい「問題意識」

を１単位時間の中でもたせなければならない。そこで，最初の問題「学習課題」

の受け止めが重要になる。授業の導入で出会った課題から，「なぜだろう？」「ど

うしたらいいのだろうか？」「もっと簡単に正確にできないかな～」などの問題

意識をもたせるようにする。その中から，学級全体で取り組むべきめあて（学習

問題）を設定していくことで，めあての解決に向けて子どもたちが意欲的に取り

組むことにつながると考える。

【自分なりの「問題意識」をもつためには？】

・これまでの学習と違う。 ・ ○○の時はどのようにしたらい

・これまでの方法が使えない。 のだろうか？

・何かきまりがありそう。 ・ どんなときでもこのきまりはつ

・答えは分かるけど簡単 かえるのだろうか？

にできないかな～。 ・ もっと簡単にする方法はないか？

② めあてを設定するための観点（例）

観 点 子どもがもつ問題意識 めあて（学習問題例）

① 課題を見て，既習内容 前に学習したことと，こ ○○の時は，どのように

と比較をもとに立てる。 こが違うなあ～。 すればよいのだろうか。

② 試行した結果，見出し こんなきまりがありそう みつけたきまりは，本当

た規則をもとに立てる。 だ。 にそうなのだろうか。

③ 既習内容を生かして， この考えでできると思っ ○○でできないときは，

試行したができなかった たけどできななあ～。 どうすればいいだろうか。

ことをもとに立てる。

④ 試行した結果，明確に みんな違うなあ～。はっ ○○がはっきりするに

できなかったことをもと きりしないなあ～。 は，どうすればいいだろう

に立てる。 か。

⑤ 簡単な解決方法を追求 出来たけど，もっと簡単 もっと簡単にするにはど

するために立てる。 にできないかなあ～。 うすればいいだろうか。

⑥ 対象を変えて，同じ活 今の学習で学んだこと ○○でやったら，どうな

動に取組たいという意識 を，他でもやってみたいな るのだろうか。

をもとに立てる。 あ～。


